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第
お
回
会
員
懇
談
会
に
お
け
る
講
演

平成20年3月31日

平
成
初
年
1
月
お
目 、

学
士
会
館
に
お
い
て
会
員
懇
談
会
が
開
催
さ
れ 、

国
際
教
養
大
学
学

長
の
中
的
知
雌
先
生
の
「
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と “

国
際
教
養”
」

と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
た 。

西
津
澗
一

代
表
の
挨
拶 、

岸
保
芳
郎
常
任
理
事
の
司
会
で
ま
ず
松
本
健
常
任
理
事
か
ら
講
師
紹

介
が
あ
り 、

参
加
者
は
臼
名
で
あ
っ
た 。

講
演『

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
庁
国
際
教
養
ム（
要旨）

中

嶋

嶺
雄
先
生

講
師

日本の教育改革を進める会会報

（
国
際
教
護
大
学
学
長 、

も
と
東
京
外
国
語
大
学
学
長）

中
嶋
講
師

本
日
は
大
変
立
派
な
会
の
方
々
か
ら
お
招
き

を
頂
き
恐
縮
か
つ
光
栄
に
存
じ
ま
す 。

演
題
は

「
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
H

国
際
教
養

乙

で
す 。

私
な
り
に
問
題
提
起
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す 。

そ
の
前
に
か
ね
て
か
ら
「
日
本
の
教
育
改

革
を
進
め
る
会」

活
動
に
敬
服
し
て
い
た
こ
と

を
申
し
あ
げ
ま
す 。

賞
会
が
教
育
再
生
会
議
に

あ
て
た
提
言
も
拝
見
し
て
お
り 、

1
月
羽
田
提

出
の
再
生
会
議
の
最
終
報
告
書
に
も
そ
の
趣
旨

を
反
映
さ
せ
ま
し
た

。

賀
会
の
お
知
恵
を
も
拝

借
し
た
訳
で 、

そ
の
意
味
合
い
で
そ
の
辺
り
か

第46号

ら
説
明
し
た
い

。

［
教
育
再
生
会
議
と
徳
育
の
重
要
性］

教
育
再
生
会
議
の
最
終
報
告
に
は
徳
育
強
化

を
し
っ
か
り
位
置
付
け
た 。

先
目
立
会
に
お
い

て
市
村
真
一

先
生
が
講
話
さ
れ
た
よ
う
に 、

中

教
審
が
徳
育
な
ん
か
要
ら
な
い
と
言
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
が 、

教
育
再
生
会
議
で
は
全
会
一

致

で
徳
育
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る 。

特
に
今

回
の
最
終
報
告
で
は 、

最
近
の
社
会
制
勢
の
も

と
で
学
校
教
育
に
お
け
る
徳
育
の
充
実
は
不
可

欠
の
も
の
と
し
て
い
る 。

も
う
一

つ
重
要
な
の

は
今
日
の
よ
う
な
知
の
時
代
に
お
け
る 、

本
日

の
テ
l

マ
の
グ
ロ
l

パ
リ
ゼ
l

シ
ョ

ン
で
あ

る 。

い
ま
直
ち
に
教
育
の
基
本
を
改
め
て
行
か

ね
ば
厳
し
い
国
際
情
勢
の
も
と
日
本
は
取
り
残

さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
は
確
実
で
あ
る 。

当
初 、

教

育
再
生
会
議
は 、

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
紫
急

提
言
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
た
が 、

私
の
見
る

限
り
に
お
い
て
は
マ
ス
コ
ミ

等
は
安
倍
政
権
の

作
っ
た
教
育
再
生
会
議
に
つ
い
て
非
常
に
冷
淡

で
あ
り 、

何
か
あ
れ
ば
足
を
引
っ

張
ろ
う
と
す

る
空
気
が
強
か
っ
た 。

従
っ
て
私
は
迎
営
委
員

と
し
て
も
積
極
的
に
関
与
し
た
つ
も
り
で
あ

る 。

会
の
中
味
が
全
く
述
っ
た
形
と
し
て
報
道

さ
れ
た
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
り
し
て 、

か

つ
て
の
大
学
紛
争
の
時
に
感
得
し
た
経
験
に
も

似
た
経
験
を
味
わ
っ
た 。

教
育
に
つ
い
て
は
委

員
の
ど
な
た
も
立
派
な
意
見
を
持
っ
て
お
ら
れ

る
だ
け
に 、
一

つ
の
方
向 、

特
に
徳
育
の
重
要

性
に
つ
い
て
の
方
向
が
打
ち
出
さ
れ
た
こ
と
は

意
義
深
か
っ
た 。

他多数

教
育
再
生
会
議
は 、

咋
年
四
日
お
口
に
提
出

し
た
報
告
に
お
い
て
徳
育
を
強
化
し
感
動
を
与

え
る
教
科
書
を
作
れ
と
謡
っ
て
い
る 。

そ
し
て

新
た
な
枠
組
み
の
巾
で
徳
育
の
教
科
化 、

す
な

わ
ち
教
科
丹
を
き
ち
ん
と
っ
く
り 、

学
校
で
き

ち
ん
と
教
え
る
と
い
う
こ
と
を
年
間
を
通
じ
て

計
画
的
に
指
導
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る 。

偉

人
伝 、

古
典 、

物
語 、

芸
術
な
ど
に
つ
い
て

細
々
活
川
し
て
感
動
を
与
え
る
教
科
内
を
作
っ

て 、

新
し
い
教
育
基
本
法
の
も
と 、

社
会
総
が

か
り
で
徳
育
充
実
に
取
り
組
む
べ
き
と
提
言
を

し
て
い
る 。

こ
の
提
言
に
つ
い
て
私
と
劇
作
家

の
浅
利
成
太
氏
と
で
わ
ざ
わ
ざ
記
者
会
見
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
マ
ス
コ
ミ
は
徳
育
に
つ
い
て

一

言
も
報
道
し
て
い
な
か
っ
た 。

従
っ
て 、

意

外
に
も
世
上
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
か
も
知
れ

な
い
が 、

第
三
次
報
告
に
雌
か
に
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
こ
と
を
こ
こ
に
御
報
告
す
る
次
第
で
あ

る 。
［
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
つ
い
て］

グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
い
う
抗
は
1
9
4
4
年
カ

ナ
ダ
の
社
会
学
者
0
・

レ
イ
ザ
！

と
B
・

デ
ー

ヴ
ィ

ズ
の
著
し
た
著
書
の
巾
に
初
め
て
出
て
来

た 。

国
際
化
（
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ

ナ
リ
ゼ
l

シ

ョ
ン）

に
比
べ
て
遅
く
出
て
来
た
の
で 、

シ
ェ

ー
ク
ス
ピ
ア
時
代
の
英
語
に
は
勿
論
無
い

。

「
国
際
化」

す
ら
1
9
4
5

年
の
ヤ
ル
タ
協
定

に
初
登
場
し
た 。

当
時
の
旅
順 、

大
迎
を
戦
勝

国
側
と
く
に
ソ
辿
の
利
誌
の
た
め
に

H
凶
際

化
H

す
る
と
い
う
事
由
が
ら
み
で
産
ま
れ
た
誌

で
あ
る 。

こ
の
協
定
が
日
本
に
と
っ
て
極
め
て
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幼
稚
化
と
「
教
養」

日本の教育改革を進める会会報平成20年3月31日

中
選
挙
区
制
か
ら
小
選
挙
区
制
に
変
わ
っ
て

以
来 、

い
わ
ゆ
る
ド
プ
板
選
挙
と
な
り 、

区
会

か
村
会
の
議
口
の
選
挙
か
と
思
い
紛
う
細
か
い

囲
内
志
向
的
公
約
を
掲
げ
て
選
挙
民
に
迎
合
す

る
傾
向
が
強
く
な
っ
た 。
一

而
こ
れ
は
選
挙
民

の
レ
ベ
ル
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う 。

各
凶
の
政

治
家
の
レ
ベ
ル
と
も
考
え
合
わ
せ
て
ほ
し
い
も

の
で
あ
る
が 、
仮
に
中
選
挙
区
制
に
戻
っ
て
も 、

や
は
り
ど
う
か
と
思
う
人
物
が
選
出
さ
れ
る
と

と
は
有
り
得
る
こ
と
で 、

最
近
の
二
三
の
悲
し

き
実
例
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る 。

本
来
尊
敬
さ

れ
て
よ
い
職
業
な
の
で
あ
る
故 、
一
一

階
自
己
研

鎖
に
努
め
る
か 、

文
は
す
っ
ぽ
り
と
退
場
し
て

ほ
し
い
も
の
で
あ
る 。

他
方
日
本
の
ア
ニ
メ
が
世
界
的
に
人
気
と
な

っ
た
と
さ
れ 、

国
家
の
文
化
を
代
表
す
る
も
の

の
一

つ
で
あ
る
か
の
よ
う
に
抑
制
さ
れ
つ
つ
あ

る 。

新
し
い
輸
出
産
業
と
見
れ
ば
．思
い
気
は
し

な
い
が 、

果
た
し
て
そ
れ
で
よ
い
の
で
あ
ろ
う

か
。

文
化
で
あ
る
と
言
う
に
は
ま
だ
深
み
が
不

、‘，，ー（
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と
を
考
え
る
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1芋

イ呆

芳

郎

（
本
会
常
任
理
事）

足
し
て
い
る
上
に 、

早
く
も
近
隣
の
二
三
の
回

で
は
コ
ピ
ー

や
亜
流
が
市
場
に
賛
助
し
て
い
る

て
い
た
ら
く
で
あ
る 。

制
作
の
下
部
け
を
彼
ら

に
や
ら
せ
て
い
る
事
も
原
因
の
一

つ
か
も
知
れ

な
い

。
選
挙
や
ア
ニ
メ
店
業
の
か
か
る
一

面
は 、

い
わ
ば
幼
椛
化
現
政
の
一

つ
と
い
う
べ
き
で
あ

λゴ
フ 。こ

の
対
極
に
在
る
も
の
は
教
廷
で
あ
ろ
う 。

そ
れ
を
具
え
た
指
導
的
人
材 、

す
な
わ
ち
新
し

い
エ
リ
ー
ト

が
待
望
さ
れ
る 。

教
義
に
は
必
ず

し
も
高
踏
な
・も
の
の
習
得
と
蓄
積
と
が
前
提
と

し
て
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い

。

真
撃
に
努

力
し
て
制
み
上
げ
て
来
た
高
度
の
技
巧
と
経

験 、

深
い
点
門
知
識 、

熱
い
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ 、

高
い
奉
仕
相
神
と
謙
鹿
さ 、

伝
統
と
宗
教
の
尊

重
等
の
徳
目
が
織
り
成
す
高
山
な
も
の
と
い
え

よ
う
。

徒
ら
に
振
り
ま
わ
す
「
救
護」

か
ら
で

は
な
く 、

切
り
口
を
い
さ
さ
か
変
え
て
考
え
て

見
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る 。

ど
の
徳
目
に
つ
い
て
も
そ
れ
を
高
め
る
に
は

そっ
企〈
時
啄

雛
の
瞬
化
す
る
時
期
が
黙
す
る
と、

雛
は
内
か

ら
卵
の
殻
を
時
き、

親
鳥
は
外
か
ら
こ
れ
を
啄

く
よ
う
に、

得
に
お
い
て
師
家
と
修
業
者
と
の

呼
応
が
ぴ
た
り
あ
う
こ
と
を
時
啄
と
い
う
（
智

巌
録）
。

師
弟
の
人
格
と
人
格
が
直
接
触
れ
合

っ
て
真
理
が
伝
え
ら
れ
て
ゆ
く
と
い
う
教
育
の

基
本
に
立
っ
て、

本
会
々
報
を
「
時
啄」

と
命

名し
た。

「
ヶ
l
タ
イ」

で
も
「
マ
ン
ガ
」

で
も
な
く 、

少
な
く
も
自
ら
文
章
を
読
み 、

書
く
と
い
う
国

語
力
の
強
化
が
ま
ず
必
須
で
あ
る 。

昔
か
ら
読

み
占
き
算
盤
と
い
う
に
は
道
理
が
あ
る 。

こ
れ

に
次
い
で
は
家
庭
教
育
の
似
化
を
補
う
意
味
も

あ
っ
て 、

適
度
の
長
さ
の
則
間
の
集
団
生
活
ま

た
は
伝
統
技
術
の
兄
学
と
体
験
と
が
教
育
過
程

の
小
則
に
お
い
て
必
要
で
あ
ろ
う 。

こ
れ
は・
民

い
社
会
を
形
成
す
る
開
ヨ
σ
ミ
o
と
な
る 。

別
在

論
議
の
的
の
一

つ
と
さ
れ
て
い
る
英
語
教
育
に

つ
い
て
は 、

こ
の
二
つ
の
あ
と
に
続
い
て
始
め

て
も
遅
く
は
な
い

。

十
代
の
ご
く
前
半
に
ト
ー

タ
ル
・

イ
ン
マ
l

ジ
ョ

ン
（
全
世
入）

方
式
で 、

時
間 、

人
数 、

区
域
を
弾
力
的
に
組
合
わ
せ
て

初
め
て
集
中
実
施
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い

。

併
せ
て
こ
の
時
点
あ
た
り
か
ら
日
本
の
国
的
に

合
わ
せ
微
調
艶
し
た
リ
ベ
ラ
ル
・

ア
l

ツ
教
育

を
一

挙
に
推
し
進
め
た
い

。

殴
米
に
お
け
る
そ

の
起
訴
は
文
法 、

修
辞
学 、

論
理
学 、

算
術 、

地
理 、

天
文 、

音
訓械
の
じ

科
U
で
あ
っ
た
と
聞

く 。

こ
こ
で
文
法
と
修
辞
学
は
即
ち
そ
の
国
の

国
語
で
あ
り 、

算
術
は
い
ま
の
数
学
と
物
理
に

あ
た
る
と
解
釈
し
た
い

。

天
文
は
化
学 、

生
物

本
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学 、

地
学
ま
で
を
含
む
自
然
科
学
と
見
れ
ば 、

全
く
の
総
合
教
育
と
な
る 。

そ
れ
に
加
え
て
今

や
全
寮
制
探
択
も
与
え
ら
れ
て
い
る
と
あ
れ

ば 、

日
本
の
旧
制
尚
校
で
の
教
育
と
か
な
り
共

通
点
が
あ
る
と
ま
で
い
う
の
は
強
弁
で
あ
ろ
う

か
。

そ
の
小
で
や
や
足
り
な
か
っ
た
も
の
が
あ

る
と
す
れ
ば
論
理
乍
か
も
知
れ
な
い

。
「
昨
れ

る
日
本
人」

の
持
つ
刷
柑
性
．z小
足
の
述
川
と
な

っ
た
と
見
る
の
は
こ
じ
つ
け
か 。

第
八
科
目
と

し
て
付
け
加
え
る
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
「
物

作
り」 、
「
相
官
工
学」

に
見
る
勤
勉
さ 、

川市
川

さ
と
集
中
力
で
あ
ろ
う 。

有
為
転
変
た
だ
な
ら

ぬ
国
際
情
勢
の
中
で 、
「
平
和
を
愛
す
る
他
国

民
の
信
義」

や
「
国
連」

を
過
度
に
信
頼
す
る

こ
と
の
佑
さ
を
臼
成
し 、

日
本
の
兵
の
臼
立
を

進
め
る
手
だ
て
の
一

つ
と
し
て
吏
に
強
化
し
た

い
。

「
職
人」

国
家
日
本
の
も
つ
産
業
上
の
長

所
は 、

日
本
に
と
り
武
出
と
も
な
り 、

安
全
弁

と
も
な
る 。

知
財
と
優
秀
人
材
の
保
直 、

病
問

と
行
成
は
よ
さ
防
御
子
段
と
な
る 。

救
護
教
育

振
起
と
共
に
国
が
政
策
的
に
一

一層
推
進
す
べ
き

で
あ
る 。
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［
教
育
関
係の
グロ
ーバ
ル
化］

こ
れに
関して、
英語教育では
語殺がいか

教育関連のグロ
ーバ
ル
化問題について

に
重
要で
あるかが一
層認識された。
今の

も、
日本の
大学の
対応はまだ
不十分で
あ

日本では
学習指導要領が
改善されてよう

る。
国立大学も法人化して
形態こ
そ
変わ

や
く
少しは
願みら
れるように
なっ
たが、

れ中味はほとんど
変わっ
ておら
ず、
それ

ゆと
り教育で
教えられる英語の
基本必
修

にカリキュ
ラム
改
革もできてい
ない。
大

単語は
わ
ずか
中学校で100
語で、
語の

学にとっ
て
最も大切なのはカリキュ
ラム

変化に
よっ
て
派生する
語を少し
付加して

で
ある。
陰口や
首
都大学東京の
ような
新

も400
語だけで
ある。
こ
れでは
義務教

しい
大学はともか
く、
多くの
国立
大学の

育の
最初の
段階としては
全く不足で
あっ

人事制度とカリキュ
ラム
は
旧態依然とし

て、
グ
ロ
ーバ
ル
化
の
も
と
で
の
国
際
的

た
もので
ある。
その
例の一
つ
が
英語教育

nogggESE
Sには
絶対無理で
ある。
好

である。
日本の
大学の
英語の
先生の
大部

むと
好むざるとにかか
わら
ずもっ
と
基本

最近ニュ
ーズ
ウィーク
国際版編集長だ

分は
文法主義者で
あり、
文法か
ら
始める

必
修語をふ
やさなければ
国際会議などで

っ
た
F・
ザカリア
氏の
「日本はなぜ
安保

か
ら
中高大の
叩
年か
けて
も中々
英語を使

のコ
ン
プレッ
クス
を増大させるの
みで
あ

理に入れないか」
とい
うスピーチを読ん

いこ
なせ
ない
まま
卒業し、
世の
中に
出て

る。
こ
の
シン
ポジ
ウム
で
はのZZ、
回一∞の

だ。
即ち日本の
国連分担金が
世界第二
位

国際化は
固と
固との
言わば
水平な
関係

行くこと
を許してい
る。
それでこ
れから

の
放送、
ヘ
ラル
ドト
リビュ
lン
など
外国

であっ
て
英仏露中の
四ヶ
国の分担金合計

で
あるが、
グロ
lパ
リゼ！ショ
ン
はまさ

の世界に
太万打ちできるで
あろうか。
英

のテレビ
や新聞を教材と
する
場合、
英語

より多く支払われていても中々
メンバ
ー

仁
L球」（グロ
ーブ）・の
関係を
示す。
時差

語教育の
やりかた
を根本か
ら
変えて
行か

放送を加%理解するた
めに
最低8000

になれず、
また
国連の日本人職員の
割合

をこ
えて
同時に
事象が
進むことがグロ
l

ねばならない。
今日の
小学校へ
の
英語導

語が
必
要とされ、
基本語として4000

が5%に
も満たない。
明石康氏（元国連

パ
ル
化の
定義の
特徴で
ある。
天安門事件

入に
関連して、
英語をやるよりもっ
と
国

語くらいの
語禁を理解してい
ない
とニュ

事務次長）
も言う通り、
日本の
外交官と

の
時にた
またま
私は
東独のフン
ボル
ト
大

語をとい
う話も中々
強い
ものが
ある。
E

lス
ひ
とつ
き
けないこ
とが
報
告さ
れた。

中国の
外交官と
を比較すると、
中国の
外

学におい
て
講演していたが、
この
大学の

U
諸国における
外国語教育では
複数の一冨

私は
英字新聞のコ
ラム
を
毎日ひとつ
読む

受官は
非常に
活発で、
会議に
出席して
も

人達はカール・
マルクス
広場が
第二の
天

語を習得してそれが
頭に入っ
てい
ると
母

こと
を学生に
勧めてい
る。
例えば
北朝鮮

甚だ
戦略的であるが、
日本の
外交官はし

安門広場になるのではないかとい
う
強い

語と
習得外国語とが
互い
に
反響し
合つ
て

との
6
者会談とか、
核の
非拡散とかいっ

ばしば官僚的であり、
非常に
静かであっ

危倶を
抱い
ていた。
その
直後の1989

知的世界が
非常に
広くな
り、
大変参考に

で
も
学生は
す
ぐには
英語でい
えない
が、

て
会話の
中に入っ
て
行けない。
英語力が

年U
月にベ
ル
リンの
壁は
崩壊しその
望年

なるとい
う状況になっ
て
くる。
殴州の
外

φ
宮Eg
g－z・ロ
g・胃。毘05
号ロ
と
知っ
て

足りなければ日本国内では通用しても国

6
月天安門事件は
起きた。
グロ
ーバ
ル
化

国語学習は、
大抵3ヶ
国語を習得するの

い
れば
国際会議において
も何の
事か
理解

際的には
通用しない。
日本には
国際政治

に
よっ
て
生ずる問題には、
国墳が
低くな

が
普通である。
こ
れに
よっ
て
頭脳の
中で

はできる。
中学一
年生で1000
語、
二
年

上の
高位の
戦略が
無い
だけでなく、
英語

ることに
よっ
て
通商こ
そ
拡大するが、
外

知的活動が
著し
く活性化される。
過日秋

生で1500
語を教えるならここに
英語

に
よるのoggzEgE
Sとい
う低位の
戦略

国人労働者
や3
1ト
高による
圏
内一ー部産
11

回におわ七
外国軍
中（英語）
教育の国際シ

ーーーの指導要
領が
確立

レド高校

rは少な、
ノパKI
llr劣
pr

い局わが原因の一
つ
であるとい

業の
衰退等の
問題も避けて
通れない。

ン
ポジ
ウム
が
開催された。
会識は
すべ
て

も3000
語、
大学では8000
語教え

っ
ていた。
韓国では
固としてどんどん
英

英語で
行われ、
職
員も英語で
対応した。

る
事が
できるようになる。
基本だけで
も

語教育を進めてい
るし、
シンガポールは

不当な
秘密協定であっ
たこ
とは
周知の
事

で
あり、
協定の
ω
周年記念式典（ラトヴ

ィ
ア）
に
出席した
プッ
シュ
米大
統領も誤

りであっ
たこと
を認めてい
るのに、
日
本

の
外務省はこ
れに
気付かなかっ
た。
今日

の
北方領土問題や投致問題の
根源はここ

に
ある。
同じようにレ
イザ！とデl
ヴィ

ズ
が
1
9
4
4
年に
著し
た司】
削店
主ω『可

FZ自白旦ωヨなる
替の
中におい
てグロ
lパ

リゼ
1シヨン、
グロ
1パ
リズム
とい
う語

が
初め
て
登
場し
た。
当
初一はωnZ
E
Bの

FEE
SZSと
言われ、
どちらか
と
言えば

自然
科学的なものに
結び
付く事象に
用い

られることが
多かっ
た。

日本の教育改革を進める会会報平成20年3月31日( 3) 

3000語であっ
て、
さもないと日本のい

まの
やり方では、
日
年間英語を教えて
も

英字新聞のコラム
すら中々
理解できない。

かような
状況では日本はおいて
けぼりに

なっ
てしまう。
明治以来、
教養としての

外
国
語
教
育は
育っ
たがわOBBロ巳
gz。ロ

の
go－
としての
外国語教育は
もう
少し

きちんと
考えて
行かなければグ
ローバ
ル

化の
時代に
決定的な後れをとることにな

る。
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英語も公用語なのでさらにその上を行っ

ているが 、
彼らの英語は決して良い英語kほ・わ主本わがどゐ・ど4L＃やる・のであ

る。
過般私がシ
ンガポールでの会議で基

調報告を行っ
た際 、
日本からも文部科学

省かちの
参加者を含むω人を超える大デ

レゲlショ
ンがやっ
て来たが私の
報告の

後の
質疑応答の
時間に誰ひとりとして発

言せず、
存在感が非常に稀薄に感じられ

たのに反し、
中園 、
シ
ンガポール 、
台湾

などからの出
席者は決して良い英語では

ないのに大いに自己主張するのが顕著で

あった 。

［
日
本
の
大
学
の
危
機］

日本には現四年制大学だけで現在71

5校（国立釘校 、
公立惚校、
私立555

校）
と大学の数が多すぎる上に 、
少子化

のため定員に
満たせず、
国立大学であっ

ても入試補欠の入学勧誘に
精を出してい

る始末である。
これ以上大学をふやして

はいけない。
このような状況下 、
秋田県

知事から国際系大学をつくりたいと言う

要請があっ
た 。
私は従来のような大学な

らばつ
くる意味が全く無いがこれまで日

本に無い国際系の大学ならばということ

でお受けした。
学力低下に加えて199

1年の大学設置基準の改訂によっ
て大学

院重点化がはじまっ
て 、
一部の例外を除

き、
日本の
大学の学部から教養（リベ
ラ

ルアlツ）
教育がほとんど消えてしまっ

た 。
その上 、
大学院が教育機関ないしは

博士学位授与機関としての機能を十分果

たしていなかっ
たの
で、
少なくとも人

－
まi

’F

4bT
’t

クラスの大学にいっ
て学位を取得する傾

向があっ
た。
また博士号を取得するまで

の
厳しい教育過程がわが国の大学には概

して欠如していたのである。
国の
将来を

考えた場合の
危機意識から、
「新時代の

大学院教育」と題する重要答申が文部科

学省あて中教審から提出され、
これに私

も大学院部会長としてかかわっ
た。
去年

一
月に私は中教審をやめたが 、
委員の選

び方にも組合色や政治色が強すぎるので

ある。
文部科学省の
役人自身が戦後日教

組の強かっ
た時代に第一線に立っ
ていた

人であり、
これがいまだにやっ
ている。

シ
ンパ
も少なくない。
蕃書調所を経て明

治六年創立された東京外国語大学におい

ても、
創立記念式典において二十六ヶ国

の国旗が庖上に
掲楊されているのに日本

の国旗の
掲揚に激しく抵抗した問題職員

がいても、
国公立大ではこれを解職でき

ないのである。
（秋田の〉－Cでは
毎日掲

揚されている） 。
かように
教育公務員だ

けはよほ
ど破
廉恥なことでもしない
限

り、
何をしても、
あるいは担当授業のあ

る日にそれをサボっ
て組合活動をやっ
て

いても、
学長はこれを罷免できないので

ある。
このような点を根本的に改めない

と日本という国は根本的にダメになっ
て

行く。

［
国
際
教
養
大
学
の
教
育］

学生へ
の教養教育の重要な一環として

00点から530点に相当）
を超えない

と次の基盤教育（さきの教養教育）
を受

宇九

の学問的素養も身につけず、
早々
から専

門教育の
限られた枠内で専ら技能的な資

格を取得することが大学での目標である

と考えるような空気が学内において支配

的であるとすれば、
それはもはや大学と

いう名に
値しない。
秋田県では国際系大

学の新設いかんが県政の大問題になっ
た

後に 、
2004年に秋田に国際教養大学

が新設され、
私が学長と理事長を兼任す

ることとなっ
た。
英語での授業とインタ

ーナショ
ナル 、・
リベ
ラル・
アlツすなわ

ち新しい教養教育とを高くかかげ 、
これ

と共通のコ
ンセプトをもっ国際教養学部

を有する他の複数の大学とともにあらた

な挑戦を始めた。
わが国において真にグ

ロ
ーバル化に処し得る大学ヘ

の新しい動

きが出て来たのである。

まず国際教養大学での
英語教育では、

一年生は開〉司（開ロ包ZF
宏司
〉g品。BW

E弓gg）
の授業を三段階にわけ、
それ

ぞれ集中的に行う。
全国から優秀な学生

が集まるので、
地元の秋田県からは約二

割であるにもかかわらず能力の差がある

のですぐに寸O
同司戸のテスト
をしてクラ

ス
分けをする。
こ
れに
毎学期に吋O明
白、

の
試験を実施してどこまで進んだかをチ

ェッ
クし、
クラスの
編成変えを行う。
毎

年これを実施して、
同〉回以ω（吋O開
Etで5

く

－

右
L

l
l

なっ
ていて開
〉司ωから始める学生は圧倒

的に多い。
そしてそれを終わると、
基幹

教育（回虫宵開
含gz。ロ）
に入る。
ここで

は社会学とかベ
ーシッ

クなものを重視し

ていて音楽 、
美術などもここに入る。
こ

のような科目はこれまでの大学では放置

していたのである。
幼児教育の立場から

すればきちんとした教育を早くから受け

なければならない。
英語教育も「ツ」を

付けて年を数えるのが終わる年、
すなわ

ち「ここのつ」
九歳までに始めさせたい。

耳から入れて暗記させ、
型を見つけたら

そこから
読譜や文法教育をすべ
きであ

る。
絵画で云えばデッ
サンをまずしっか

りやらせた後に自由に描かせるべきであ

る。
ピカソやマチスの
抽象画も基礎がし

っかりしているからこそ評価されるので

ある。
同様な事が学校教育全体でも行わ

れなければならない。
幼児教育でも徳育

などについては、
学校に入る前に親学、

家族学をやるということにしなければな

らない。
また地元の地域との交流も重要

なので、
東北学、
秋田文化も科目に入っ

ている。
英語教育だからとてパタ！臭い

のではなく、
地域の文化を密にやるので

ある。こうした過程を終えると留学となる。

吋O何
百．、の550点を超えないと留学で

きない。また留学しないと卒業できない。
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も極めて重要である。教養教育のなかに

は日本の古典の講義も多く、新渡戸稲造

の英文の武士道は必読書である。台湾の

李登輝前総統が新渡戸稲造に心酔したの

は最近のことではなく旧制台北高校の若

き日のことである。トlマス・
カ！ライ

ルの衣裳哲学は難解なのであるが、新渡

戸稲造が
軽井沢の夏季講習の時にこれの

易しい講義録を作っ
たときいた李登輝学

生がこれを取り寄せて勉強して以来のこ

とである。ちなみに少年新渡戸稲造は東

京外国語大学の前身である東京外国語学

校にU歳まで学んでいる。今の大学生は

勉強の環境に恵まれているが、新渡戸稲

造学生が書いたような英文を発表するこ

とは大学院生でもむづかしくて書けない

のではないか。このあたりに教育の本当

の意味をうかがい知ることができる鍵が

あるのではなかろうか。

由に使用できるようにするのが早道であ

ると思う。

中国会員一
ゆとり教育になっ
て教科書が

非常に簡素化された。世界の教科書がま

すます厚くなり内容をきちんと教えてい

るのに逆行している。十年に一度の改正

の根本は哲学であっ
て、教育再生会議で

は今まで努力されたが 、できれば毎年のよ

うに少しずつ改定を加えるべきである。

中嶋講師…
秋田県の教育で注目されるの

は米どころであるためか朝食を一家で食

べ
てから生徒が登校するのと、
秋の祭を

地域の人々
とにぎやかに一緒にやること

から、子供らが精神的に家庭的安定感を

感じるのではないかと思う。また塾4b少

ない。塾の多い東京とは逆の現象である。

関根理事一
旧制高校出
身の一人として思

い起こさせられることは、旧制高校での

ドイツ語、フランス語の教育が
二
部に

おいて言われているほど不十分であっ
た

と思わない。旧制高校の文化は奈辺にあ

っ
たのかをよく考えよということであ

る。
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え
直す必要があると思われる。

藤田理事一
国連に多数進出して来ている

品』晶、＝

鈴木鎮一氏は教えてくれた。

安嶋顧問一
私は
昭和幻
年に
文部省に入

平成20年 3月31

で重点教育されて来た中国エ
リートであ

る。わが国でも学生にエ
リートの自覚を

強くさせ、社会の評価をいかにして高く

するか 、人文系で英語能力の
高い人にし

ばしば「英語屋さん」という評価で遇す

るのは低すぎると思う。

中嶋講師一
東京外国語大学出
身で公務員

や企業のトッ
プになっ
た人は少ない。単

なる言葉の達人ではなく、背景にきちん

とした教養が必要である。旧制高校では

まさに少数精鋭主義であっ
た。エ
リート

については何か特権をめざすかのように

社会が誤解しているが 、エ
リート主義は

今後必要である。李登輝さんが水沢の記

念館でおこなっ
た講話では 、後藤新平が

台湾のコレラ撲滅 、砂糖生産の
開始など

の
高い
業績を残したことに
触れていた。

偉人、特に地域の先人のことを教えなく

なっ
たのは悪しき平等主義が一因である

と思う。

一
瀬理事一
教養学部での人間形成へ
の取

り組みはどういう風にやっ
ておられるか

うかがいたい。

中嶋講師一
陰口では
客人に対して学生は

必ず挨拶するので訪問者から好感を得て

いる。強制したわけではない。
ヴァ
イオ

リン
は一

日
練習しない
と二

日分後退す

縛

る。毎日の
集積が大切であるが 、その
第

知

一歩はきちんとした
挨拶から始ることを
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どもの世代が最も日教組と戦っ
たと自認

している。今の世代の文部科学省の人々

にはその実感は無い。道徳は教科にせよ

ということは私も以前に書いたことがあ

る。文部科学省では免許証とか教科書と

かが必要だというが教科とはそういうも

のと予めきめでかかることに問題がある

のであっ
てもっ
と大らかな教科があっ
て

もよいのではないか。そういうものには

賛成である。私は道徳という名称より修

身という呼び方を選びたい。身を修める

と言う個人道徳が
すべ
ての
基本と

思う。

お辞儀は形から大切であっ
て、宗教の
戒

律をまもることにも相通ずる。旧制高校

で英語を教えた先生は英語を教えただけ

では無く、英文学を教えたのであり、ド

イツ語では関根さんの言われるようにカ

ント 、ゲーテ、シラlを習っ
たと言える。

旧制高校学生の外国語研修による比率は

戦前では英語拘% 、独語m% 、仏語叩%

であっ
たがいまは独仏あわせても5%に

満たない英米一
辺倒である。これは日本

文化の
将来へ
の
影響がかたより過ぎない

か懸念される。

中嶋講師…
旧制高校の教養教育の柱の一

つ
は外国語の
修得であっ
た。その
伝統を

受け継ぐ皆さんのサロン的なこうした会

合の雰囲気を大切にしてほしい。

（文責
編集部）

面司同叫同EPE

肯
定
形
の
教
育
提
言

評議員
海
野
和
三
郎

中学の
社会科の先生を志望している小

倉さんという学生さんの「教育の改革は

未来を見据えて」とい
う朝日新聞「声」

欄の
投書（9月M日）
があっ
た。「教育

は 、子どもを夢を持っ
た人間に育て上げ

るものだ。そのために改革はω年後、1

00年後を見据えなくてはならない。子

どもは未来をつ
くるのである。」
先生に

なるにふさわしい人のまことに立派な意

見である。「「ゆとり教育」
による「学力

低下」に対する反省から、政府・
中教審

が
授業時間数の増加を制度化するが 、そ

の改革は傷口を覆い
隠すための
応急手当

にしか見えない。しかし、学力低下の
原

因は教師が多忙すぎるからだ。先生を増

やして、複数担任制度を導入すれば、一

気に解決する。」
投書という制約のため

でもあろうが 、前半は否定形の理由付け

で 、後半が肯定形の
提言である。

教育に
限らず 、政治や行政でも同じで

あるが 、提言をする場合に 、否定形の理

由付けは一例を挙げればよく、論理的に

は無
矛盾にできるので
よく用いられる

が－
本当は 、被雑系に対する提言のため

の理由付けとしては不十分である。教員

を増やして複数担任制にするという提言

は、生存競争の厳しい
世界経済情勢の中

での
徳育教育の難しさに配慮する意味で

も、また 、学童減少に比例して教員数が淵州叫州制創刊制劇剛刑制劃削船洲引引

意味でも必要な措置であると考える。し

かし、教育のような複雑系に対する肯定

形の提言には 、少なくとも3つ
以上の理

由づけが必要である。学力低下にならな

いため 、という中教審の理由づけでもい

いとは思うが 、上記の理由づけとの重な

りが大きいので 、第3の理由付けを、幻

世紀人類生存の
危機への対処のための教

育としたい。

水が水として大量にある地球環境は 、

太陽・
地球の重力と位置関係に基づく天

与のものであり、1千億個の恒星のある

銀河系の中でも類まれな存在である不思

議 、その地球環境に生命が誕生し、微生

物からあらゆる植物動物が出生した不思

議 、それらの生物が地球環境を守っ
てい

る不思議 、従っ
て、それらの不思議に感

動する教育と、これらの不思議を諮るこ

とを天命とし、美しい地球を未来の
子孫

に伝えることを義務とする教育が不可欠

である。こうした教育には 、理系は勿論、

数学・
哲学、生園倫理などの専門性を持

った教員が必要である。子ども達一人一

人に 、生きる力を与え自信を与える教育

が必要である。ことばの教育 、特に国語

教育も基本であるが 、教育内容特に幻世

紀の
危機に
対処する教育が重要で
ある
「

化石燃料なしでも、太陽エ
ネルギーの叩

倍有効利用で生きられる原理を中学で教

えてはどうか。


